
（別紙３）

〜 令和8年1⽉10⽇

（対象者数） 23名 （回答者数） 20名

〜 令和8年1⽉10⽇

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・運動器具の拡充を図り、より個別的な対応を目指す
・様々な運動・遊びを提供できるよう、情報収集に努める

2

様々な場面において、一緒に取り組める活動内容等を増やし
ていく

3

各職員が児童の特性に合わせた活動内容等を検討し、飽きが
こないよう充実させる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者のご意⾒やご要望をうかがい検討していく

2

現在策定しているマニュアルをどのような形で、内容説明や
周知をさせていくかを検討する（書面・口頭・伝えるタイミ
ング等）

3

○事業所名 放課後等デイサービスNICO泉

○保護者評価実施期間 令和7年 12⽉19⽇

○保護者評価有効回答数

令和7年 12⽉19⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年 1⽉30⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや地域のこどもと接する機会や、保護者同
⼠の交流

・複数校の児童をお預かりしており、マンツーマン対応の児
童やご利⽤⽇も異なり、準備期間が必要
・働いている保護者の方も多く、日程調整が難しい

各マニュアルについて、保護者の方への説明や周知 各マニュアルの策定は⾏っているが、全てのマニュアルにお
いて保護者の⽅への内容説明や周知が不⼗分

専門職（PT/OT）がおり、専門性のある支援を実施している 個別のみでなく、集団でも⾏い、楽しみながら出来る内容に
考慮している

異年齢児童との関わりが持てる ⼩学部１年〜⾼等部3年まで在籍しておりとし上の児童が年
下の児童の⾯倒をみたり、⽇常⽣活における動作・知識・⾏
動等の習得につながるよう、児童同士の関わりを大事にして
いる

児童個々の特性等に合わせた活動（課題等）を実施している 段階を踏んで取り組めるように、様々な内容の課題をそろえ
ている

事業所における自己評価総括表公表


